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『
保
元
・
平
治
物
語
』
奈
良
絵

解
題
・
影
印石

川

透

解

題

二
〇
一
一
年
二
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
北
方
都
市
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に
お
い

て
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
会
場
と
な
っ
た
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学
の
ラ
ウ
ラ
・
モ
レ
ッ
テ
イ

氏
の
努
力
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
各
地
か
ら
日
本
研
究
者
が
集
ま
り
、
充
実

し
た
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
会
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
博
物
館
のR

o
sin
a
 
B
u
ck
-

la
n
d

氏
に
よ
り
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
奈
良
絵
本

が
紹
介
さ
れ
た
。
作
品
は
、『
保
元
・
平
治
物
語
』
で
、
数
帖
欠
け
て
は

い
た
が
、
元
は
十
二
帖
の
典
型
的
な
半
紙
縦
型
の
奈
良
絵
本
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
本
格
的
な
紹
介
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
た
ま
た
ま
、
そ
の

直
前
に
『
保
元
・
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
断
簡
を
手
に
入
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
作
品
の
名
前
を
聞
い
た
時
に
は
、
手
に
入
れ
た
の

は
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
本
の
欠
帖
の
う
ち
の
挿
絵
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
た

が
、
明
ら
か
に
同
一
場
面
の
絵
が
存
在
し
た
の
で
、
元
々
別
の
奈
良
絵
本

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
多
く
の
日
本
の
浮
世
絵
が
渡
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
が
、
奈
良
絵
本
も
多
く
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
、
最
近
次
々
と
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
主
だ
っ
た
所
蔵
機
関
と
し
て
は
、
大
英
図
書
館
、
大

英
博
物
館
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
さ
ら

に
、
個
人
の
所
蔵
物
も
か
な
り
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
エ
ジ
ン
バ
ラ

に
あ
っ
て
も
何
ら
お
か
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
保
元
・
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
は
、
こ
れ
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
研
究
の
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
話

も
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
や
は
り
、
近
年
、
次
々
と
出
現
し

て
い
る
。
絵
巻
と
し
て
豪
華
な
も
の
は
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
に
所
蔵

さ
れ
、
展
覧
会
や
そ
の
図
録
等
で
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

半
紙
縦
型
の
奈
良
絵
本
と
し
て
は
、
東
京
の
某
大
学
図
書
館
、
神
田
の

某
古
書
肆
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
こ
れ
も
、
近
年

次
々
と
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
『
平
家
物
語
』
の
奈
良
絵
本
と
同

じ
く
、
版
本
を
元
に
本
文
を
作
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
本
文
研

究
に
大
き
く
役
立
つ
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

ど
の
奈
良
絵
本
も
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
個
性
が
出
る
の
で
、
比

較
研
究
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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奈
良
絵
本
・
絵
巻
は
、
か
つ
て
は
、
御
伽
草
子
と
同
義
語
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、『
保
元
・
平
治
物
語
』『
平
家
物

語
』
等
の
軍
記
物
語
、『
竹
取
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』
等
の
王
朝
物
語
、

『
徒
然
草
』
等
の
随
筆
、
等
々
、
江
戸
時
代
前
期
の
著
名
な
古
典
作
品

は
、
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
仕
立
て
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
奈
良
絵
本
・
絵
巻
も
よ
う
や
く
研
究
で

き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
保
元
・
平
治
物
語
』
の
奈
良
絵
本
の
断
簡
は
、
挿

絵
の
部
分
の
十
枚
の
み
が
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
屛
風

や
画
帖
に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
残
り
の
挿
絵
も
ど
こ
か
に
存
在
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
つ
れ
の
発
見
も
願
っ
て
、
本
奈
良
絵
を
紹

介
し
た
い
。

本
書
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

所
蔵
、
架
蔵

形
態
、
奈
良
絵
本
、
断
簡
十
枚

時
代
、﹇
江
戸
前
期
﹈
写

寸
法
、
縦
二
三
・
四
糎
、
横
一
七
・
〇
糎

料
紙
、
斐
紙

本
文
、
な
し

奥
書
、
な
し
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